
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
九
）

小
　
林

　
恭

　
治

「
鶴
見
大
学
紀
要
」
第
51
号

　
第
4
部

　
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編 （
平
成
26
年
3
月
） 

別
刷
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本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
一
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
二
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
4
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
三
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
四
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
五
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
六
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
七
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
八
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

41
、「

イ
」（
25
オ
）

∧
研
究
ノ
ー
ト
∨

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
九
）

小　

林　

恭　

治

資料B−38
　

資
料
Ｂ
─

38
に
お
い
て
、
各
写
本
の
第
１
番
目
の
項
目
を
対
照
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
標

出
漢
字
「

」
の
、
１
行
目
末
尾
の
注
記
「

イ
」
が
、
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「

イ
」
は
高

山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、
末
尾
に
「
イ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
異
本
注
記
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
「
谷

字
」
の
「

」（
（（（
（

字
に
対
す
る
記
述
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、「

イ
」
の
「

」
字
は
、
転
写
を
重
ね
る
う
ち
に
独
特
の
書
き
崩
し
が

な
さ
れ
た
ら
し
く
、
い
わ
ゆ
る
楷
書
体
と
し
て
は
、
ど
う
い
う
漢
字
を
示
し
た
も
の
か
、
特

定
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

困
難
に
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、「

」
字
の
偏
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
字
画
の
状

況
に
あ
る
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
、「

」
字
は
、旁
に
相
当
す
る
部
分
を
《

》
と
記
し
て
お
り
、そ
の
、

上
部
を
、
い
わ
ゆ
る
漢
数
字
「
九
」
の
２
画
目
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
《

》
に
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
《

》
は
、い
わ
ゆ
る
《
卒
》
に
関
係
す
る
《
卆
》
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

偏
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、《

》
と
《
丨
》
か
ら
な
る
《

》
で
あ
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
れ
が
、
草
書
化
さ
れ
た
偏
の
字
画
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
楷
書
体
の
候
補
と
し

て
は
、
ま
ず
、《
巾
》、《
扌
》、《
丬
・
爿
》、《
礻
・
示
》、《
禾
》、《
車
》
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
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そ
の
い
ず
れ
か
を
偏
と
し
、《
卆
》
を
旁
と
す
る
漢
字
で
、
資
料
Ｂ
─

38
の
各
写
本
の
第
１
標

出
漢
字
に
共
通
し
て
い
る
注
記
「
亠
（
音
）
信
」
と
「
ト
フ
」
に
対
し
て
、
内
容
的
に
一
致

す
る
も
の
が
確
認
で
き
な
い（

（（（
（

。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
「

」
字
を
見
る
と
、
右
で
、
偏
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
た
《

》
と
、

旁
と
思
わ
れ
る
《

》
の
字
画
と
が
接
近
し
て
い
て
、
一
部
、
両
者
の
字
画
が
接
触
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

　

す
な
わ
ち
、
旁
の
《

》
の
《
十
》
の
部
分
の
横
画
《
一
》
の
入
筆
の
形
が
、
楷
書
の
三

折
法
に
お
け
る
起
筆
の
形
式
に
し
た
が
っ
て
、《
丶
》
を
書
く
よ
う
に
入
筆
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
入
筆
部
分
の
《
丶
》
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
が
、
実
は
《
一
》

の
入
筆
部
で
は
な
く
、
そ
の
左
側
に
位
置
し
て
い
る
、
偏
の
字
画
の
一
部
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
書
き
崩
さ
れ
た
偏
の
字
画
は
、《

》
と
、
さ
ら
に
そ
の
右
の
《
丶
》
と
か
ら
な
る
《

》

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
場
合
、《

》
と
記
さ
れ
そ
う
な
楷
書
体
の
偏
と
し
て
は
、《
忄
》
が
考
え
ら
れ
、
そ

れ
を
偏
と
す
る
『
忰
』
字
は
実
在
す
る（

（（（
（

の
で
あ
る
が
、『
忰
』
字
に
お
い
て
も
、「
亠
信
」
や

「
ト
フ
」
の
記
述
と
内
容
的
に
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
「

」
字
の
よ
う
に
、
書
き
崩
さ
れ
た
漢
字
の
楷

書
体
を
確
認
で
き
な
く
な
る
原
因
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、「
楷
書
体
だ
っ
た
も
の
を
転

写
す
る
際
に
、
極
端
に
書
き
崩
し
た
り
、
我
流
で
書
き
崩
し
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
る
が
、
他
に
も
、「
底
本
で
正
し
く
書
き
崩
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
の
転
写
者
が
理
解

不
足
で
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
な
い
形
に
誤
記
し
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
さ
ら
に
は
、「
す

で
に
、
楷
書
体
の
段
階
で
社
会
的
に
認
知
さ
れ
な
い
形
に
誤
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
の

転
写
時
に
書
き
崩
し
た
」
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
転
写
が
重
な
る
こ
と

で
、
そ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
が
複
合
す
る
場
合
も
考
え
る
と
、
誤
記
の
可
能
性
を
含
め
る
こ
と
は
、

変
化
の
可
能
性
が
無
限
に
な
り
、
推
測
さ
れ
る
楷
書
体
の
候
補
も
無
数
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、本
稿
で
は
、単
純
な
誤
記
の
要
素
を
含
め
た
ケ
ー
ス
を
考
察
す
る
前
に
、「

イ
」

が
記
さ
れ
て
い
る
状
況
に
即
し
た
候
補
を
推
測
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現
実
的
な
候
補
を
推
測

し
よ
う
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
異
本
注
記
「

イ
」
の
周
辺
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
中

か
ら
、「

」
字
の
楷
書
体
の
推
測
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
で
、
候
補
を
推
測
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
資
料
Ｂ
─

38
に
お
い
て
、「

イ
」
が
記
さ
れ
て
い
る
西
念
寺
本
の
第
１
番
目
の
標

出
漢
字
「

」
は
、《
凡
》
と
《
辶
》
の
字
画
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

応
す
る
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
第
１
番
目
の
標
出
漢
字
「

」
は
、
西
念
寺
本
で
《
凡
》

と
し
て
い
る
箇
所
を
、《
九
》
と
《
丶
》
で
構
成
し
た
《

》
と
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
に

つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
写
本
に
お
い
て
、
近
隣
の
、
別
の
項
目
の
漢
字
が
誤
入
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
三
写
本
と
も
、
こ
の
項
目
の
周
辺
の
標
出
漢
字

の
配
列
順
序
に
変
化
は
な
く
、
西
念
寺
本
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
に
お
い
て
、
近
隣
の
別

の
標
出
漢
字
が
誤
入
し
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
。

　

ゆ
え
に
、《
凡
》
と
《

》
の
相
違
は
、
名
義
抄
編
纂
当
初
に
は
同
字
体
で
あ
っ
た
は
ず

の
漢
字
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
変
形
し
た
結
果
、
差
異
が
生
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、

問
題
は
、
ど
ち
ら
が
当
初
の
字
体
を
伝
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
資
料
Ｂ
─

39
に
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
龍
龕
手
鑑
の

項
目
を
示
し
た（

（（（
（

。

　

資
料
Ｂ
─

39
の
、
例
え
ば
、
高
麗
版
の
記
載
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
第
１
標
出
漢
字
「

」

は
、《

》
と
《
辶
》
の
字
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
字
形
は
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義

抄
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
第
１
標
出
漢
字
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

ま
た
、
高
麗
版
の
「

」
字
に
は
、「
俗
」
の
注
記
の
み
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
第
２
標

出
漢
字
「

」
と
第
３
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
は
、「
二
正　

私
閏
反　

疾
也　

又
音

信　

三
」
と
あ
り
、
そ
の
「
二
正
」
と
「
三
」
の
注
記
か
ら
、
高
麗
版
の
三
つ
の
標
出
漢
字

は
、
互
い
に
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
す
れ
ば
、
第
２
、
第
３
標
出
漢
字
「

」「

」
に
お
け
る
字
音
・
字
義
の
記
述
は
、

第
１
標
出
漢
字
「

」
に
対
し
て
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
第
２
、
第
３
標
出

漢
字
「

」「

」
の
「
又
音
信
」
は
第
１
標
出
漢
字
「

」
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

ゆ
え
に
、
高
麗
版
の
「
又
音
信
」
は
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
各
写
本
の
第
１
標
出
漢

字
の
項
目
に
「
亠
（
音
）
信
」
と
あ
る
こ
と
と
一
致
し
、
字
形
の
他
に
漢
字
音
も
一
致
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
訓
注
記
「
ト
フ
」
に
相
当
す
る
記
述
が
高
麗
版
に
見
え
な
い
も
の
の
、

資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
第
１
標
出
漢
字
と
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手
鑑
の
高
麗
版
の
第
１
標

出
漢
字
は
同
じ
漢
字
を
記
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手
鑑
の
三
本
に
お
い
て
、
高
麗
版
の
第
１
標
出
漢
字
「

」

の
字
形
に
つ
い
て
は
、
宋
版
、
朝
鮮
版
と
も
に
同
様
で
、
ま
た
、
高
麗
版
の
第
１
標
出
漢
字

資料B−39
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「

」
に
対
す
る
異
体
字
項
目
に
「
又
音
信
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
宋
版
、
朝
鮮
版

と
も
に
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
第
１
標
出
漢
字
の
字
体

と
し
て
は
、《

》
と
し
て
い
る
「

」
を
標
出
漢
字
と
す
る
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
方

が
当
初
の
形
で
、《
凡
》
と
し
て
い
る
西
念
寺
本
の
「

」
字
の
方
が
、
後
の
転
写
に
お
け

る
変
形
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る（

（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手
鑑
を
見
て
い
る
と
、
他
の
二
つ
の
標
出
漢
字
に
つ
い

て
も
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
も
の
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
名
義
抄
の
観
智
院
本
と
龍
龕
手
鑑
の
高
麗
版
と
を
比
較
す
る
と
、
観
智
院
本
の

第
２
標
出
漢
字
「

」
は
、
高
麗
版
の
第
３
標
出
漢
字
「

」
と
字
形
が
類
似
し
て
お
り
、

そ
の
観
智
院
本
の
第
１
注
記
「
亠
峻
」（

（（（
（

と
第
２
注
記
「
ト
シ
」
は
、
高
麗
版
の
注
記
「
私
閏

反
」「
疾
也
」
と
内
容
的
に
一
致
す
る（

（（（
（

。

　

そ
し
て
、観
智
院
本
の
第
３
標
出
漢
字
「

」
に
つ
い
て
は
、「

」
字
の
《
卆
》
で
《
九
》

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
高
麗
版
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
で
は
《
几
》
と
し
て
い
る（

（（（
（

が
、

こ
の
字
画
構
成
も
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

　

両
者
の
《
九
》
と
《
几
》
の
字
画
に
つ
い
て
は
、
筆
記
時
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
そ
の
第

１
画
目
《
丿
》
に
対
し
て
、
第
２
画
目
《

》
の
起
筆
部
を
ど
の
位
置
に
お
く
か
と
い
う
、

接
触
、
も
し
く
は
交
差
す
る
位
置
の
取
り
方
次
第
で
、
記
さ
れ
た
字
画
に
対
す
る
第
三
者
の

解
釈
が
筆
者
の
意
図
と
は
異
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
、
相
互
に
発
生
し
や
す
い
字
画
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
観
智
院
本
の
「

」
と
高
麗
版
の
「

」
字

の
場
合
も
、
本
来
、
同
一
の
漢
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
三
つ
の
標
出
漢
字
は
、
い
ず
れ
も
資
料
Ｂ
─

39

の
龍
龕
手
鑑
の
三
つ
の
標
出
漢
字
と
対
応
す
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

と
す
れ
ば
、
龍
龕
手
鑑
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
三
つ
の
標
出
漢
字
が
異
体
字
の
関
係
で
あ

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
名
義
抄
に
お
い
て
も
、
編
纂
当
初
か
ら
同
様

の
認
識
が
あ
っ
た
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
名
義
抄
の
編
纂
当
初
に

お
い
て
、
そ
う
し
た
認
識
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
、
例
え
ば
、
こ
こ
で
最
も
成
立

が
早
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
高
山
寺
本
の
状
況
に
し
た
が
っ
て
考
え
る
と
、
第
一
に
、
第
１

標
出
漢
字
「

」
の
注
記
に
「

字
」
と
あ
っ
て
、
言
偏
の
「

」
字
と
の
関
係
は
示
し

て
い
る
も
の
の
、
異
体
字
に
関
す
る
注
記
と
し
て
は
、
第
２
標
出
漢
字
「

」
や
第
３
標
出

漢
字
「

」
と
の
関
係
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
第
２
標
出
漢
字
「

」
の
方
に
も
正
字
で
あ
る

こ
と
を
示
す
記
述
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
高
山
寺
本
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
の
右
に
「
シ
ン
」
と
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「

」
字
に
対
す
る
字
音
注
記
「
シ
ン
」
の
記
さ
れ
方
は
、
注

記
は
標
出
漢
字
の
下
に
記
す
と
い
う
通
常
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
外
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
シ
ン
」

は
後
の
増
補
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、「
シ
ン
」
が
増
補
さ
れ
る
以
前
の
「

」

字
の
字
音
注
記
は
「
音
峻
」
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、
第
１
標
出
漢
字
「

」

の
「
音
信
」
と
齟
齬
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、「
シ
ン
」
の
増
補
以
前
に
は
、
第
２
標

出
漢
字
「

」
と
第
１
標
出
漢
字
「

」
と
は
別
字
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
期
間
が
存

在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
の
理
由
と
し
て
は
、
高
山
寺
本
の
第
３
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
お
い
て
、
カ
タ

カ
ナ
注
記
「
フ
ル
フ
」「
ト
フ
」
を
欄
の
左
に
寄
せ
て
、
右
側
を
空
欄
に
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
、
標
出
漢
字
の
右
下
の
空
欄
は
、「

」
項
目
の
成
立
時
に
お
い
て
、

後
日
、
異
体
字
に
関
す
る
注
記
や
漢
字
音
に
関
す
る
注
記
な
ど
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
注
記

を
追
記
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
の
記
載
が
な
く
、

そ
れ
ら
を
増
補
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
初
、
異
体
字
や
漢
字

音
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
第
１
、
第
２
標
出

漢
字
と
の
異
体
字
関
係
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
三
つ
の
標
出
漢
字
は
、編
纂
当
初
に
お
い
て
は
、

互
い
が
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
異
体
字
の
関
係
と
い
う
理
由
で
列
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
な
ら

ば
、
現
状
の
よ
う
に
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
類
似
字
形
配
列
意
識
」（

（（（
（

に
よ
る
偶
然
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　

例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
高
山
寺
本
の
三
つ
の
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
25
丁
オ
モ
テ
は
、

ち
ょ
う
ど
、
第
三
辵
篇
の
冒
頭
の
標
出
漢
字
「
辵
」
か
ら
記
さ
れ
て
お
り
、
熟
字
項
目
を
除

く
と
標
出
漢
字
が
28
字
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
28
字
の
項
目
に
お
い
て
は
、
観
智
院
本
・
西

念
寺
本
と
の
間
で
配
列
順
序
に
異
同
が
な
い
の
で
、
高
山
寺
本
を
代
表
と
し
て
、
そ
の
28
字

に
①
〜
㉘
の
番
号
を
付
し
、
そ
の
配
列
に
つ
い
て
、
異
体
字
の
関
係
が
あ
る
場
合
も
、
そ
れ

を
無
視
し
て
、
字
画
の
類
似
と
い
う
視
点
の
み
に
基
づ
い
て
記
載
順
に
見
て
い
き
、
字
画
の

特
徴
が
変
化
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
区
分
す
る
と
、
お
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
な
ａ
〜
ｋ
の

群
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
る（

（（（
（

。

　

①
「
辵
」　

②
「
辶
」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ａ
群
】

　

③
「
道
」　

④
「

」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｂ
群
】

　

⑤
「

」　

⑥
「

」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｃ
群
】

　

⑦
「

」  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｄ
群
】
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⑧
「

」　

⑨
「

」　

⑩
「

」　

⑪
「

」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｅ
群
】

　

⑫
「

」　

⑬
「

」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｆ
群
】

　

⑭
「

」　

⑮
「

」　

⑯
「

」  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｇ
群
】

　

⑰
「

」　

⑱
「

」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｈ
群
】

　

⑲
「
迷
」　

⑳
「
迷
」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｉ
群
】

　

㉑
「

」　

㉒
「

」　

㉓
「

」  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・【
ｊ
群
】

　

㉔
「

」　

㉕
「

」　

㉖
「

」　

㉗
「

」　

㉘
「

」  

・
・
・
・
・
・【
ｋ
群
】

　

問
題
の
資
料
Ｂ
─

38
の
三
つ
の
標
出
漢
字
⑭
「

」、
⑮
「

」、
⑯
「

」
は
ｇ
群
に
分

類
さ
れ
る
。ｇ
群
の
漢
字
は
、《

》
も
し
く
は
《

》
に
類
似
、
相
当
す
る
字
画
を
右
上
に

有
す
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
群
と
字
画
の
類
似
性
が
相
違
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
直
前
の
ｆ
群
と
は
断
絶
し
て
い
る
も
の
の
、
⑮
「

」、
⑯
「

」

が
有
す
る
《
十
》
の
字
画
が
共
通
す
る
と
い
う
点
で
、
次
の
ｈ
群
へ
繋
が
る
位
置
に
配
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
右
の
①
〜
㉘
の
漢
字
の
字
画
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
名
義
抄
の
編
纂
時
に
お

い
て
、
異
体
字
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
字
画
が
類
似
す
る
と
い

う
理
由
の
み
で
、
⑭
「

」、
⑮
「

」、
⑯
「

」
が
隣
接
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
と

思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
名
義
抄
編
纂
当
初
の
事
情
は
と
も
か
く
、
成
立
後
に
、
多
大
な
時
間

が
経
過
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
、
後
の
名
義
抄
使
用
者
は
、
例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手

鑑
な
ど
の
記
述
か
ら
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
三
つ
の
標
出
漢
字
が
異
体
字
の
関
係
に
あ

る
こ
と
を
知
り
得
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
の
第
２
標
出
漢
字

「

」
項
目
に
お
け
る
「
又
亠
信
」、
お
よ
び
西
念
寺
本
の
「
上
同
」
の
増
補
が
な
さ
れ
た
こ

と
か
ら
充
分
に
推
測
で
き
る（

（（（
（

。

　

さ
て
、
資
料
Ｂ
─

38
の
三
つ
の
標
出
漢
字
が
異
体
字
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た

後
に
、
西
念
寺
本
の
異
本
の
系
統
の
写
本
の
第
１
標
出
漢
字
『

』
の
注
記
『
谷

字
』
の

『

』
字
を
見
た
場
合
に
、『

』
字
に
対
し
て
違
和
感
を
覚
え
る
人
物
が
い
た
可
能
性
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
人
物
が
、
第
１
標
出
漢
字
『

』
に
対
す
る
字
体
に
関
す
る
注
記
で
あ

る
と
考
え
た
な
ら
ば
、『

』
字
が
、《
辶
》
で
は
な
く
《
言
》
で
あ
る
こ
と
を
不
審
に
思
い
、

誤
り
と
考
え
、『

』
字
を
、
例
え
ば
、
異
体
字
関
係
に
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
第
３
標
出

漢
字
『

』
に
書
き
改
め
た
こ
と
で
、西
念
寺
本
の
異
本
の
記
述
が
成
立
し
た
と
す
る
な
ら
、

こ
れ
は
単
純
な
誤
記
で
は
な
く
、
意
図
的
な
変
更
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手
鑑
の
高
麗
版
・
朝
鮮
版
に
見
ら
れ
た

「

」
の
《

》
や
、
宋
版
の
「

」
の
《

》
の
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「

」

字
に
お
け
る
《

》
の
字
画
は
、《
几
》
に
《
十
》
や
、《

》
に
《
十
》
で
あ
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

右
の
考
え
に
よ
る
な
ら
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

と
し
て
は
、

　
〈
推
測
１
〉
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
、「

」
字
を
『

』、
も
し
く
は
『

』、『

』
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
案
が
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
、「

イ
」
の
「

」
字
の
旁
と
思
わ
れ
る
字
画
《

》
に
つ
い
て
は
、《
卒
》
と
関

わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
が
、
資
料
Ｂ
─

38
の
三
つ
の
標
出
漢
字
が
異
体
字
の
関
係
に

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
西
念
寺
本
の
第
３
標
出
漢
字
「

」
の
《
卆
》
に
相
当

す
る
部
分
は
、
第
２
標
出
漢
字
「

」
の
《

》
と
関
係
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
西
念

寺
本
の
「

イ
」
の
「

」
字
の
《

》
が
、《
卒
》
で
は
な
く
、《

》
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
り
得
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が（

（（（
（

、
し
か
し
、〈
推
測
１
〉

に
お
い
て
、「

」
字
の
偏
に
相
当
す
る
箇
所
の
《

》
も
し
く
は
《

》
の
状
況
を
、《
辶
》

が
書
き
崩
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
に
は
、
や
は
り
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
、
資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
の
対
象
と
考
え
る
「
谷

字
」
の
「

」
字
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

先
に
、
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
三
つ
の
標
出
漢
字
に
つ
い
て
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、

そ
の
三
者
が
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
よ
う
に
見
え
な
い
理
由
の
第
一
と
し
て
、
高
山
寺
本
の

例
を
挙
げ
て
、
第
１
標
出
漢
字
「

」
の
注
記
に
「

字
」
と
あ
る
も
の
の
、
直
後
に
続

く
第
２
標
出
漢
字
「

」
や
第
３
標
出
漢
字
「

」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
相
互
に
触
れ
て

い
な
い
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

高
山
寺
本
の
「

字
」
の
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
、
観
智
院
本
・
西
念
寺

本
と
は
、
そ
の
漢
字
の
旁
を
構
成
す
る
字
画
の
形
や
大
き
さ
に
若
干
の
差
異
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
で
も
同
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

名
義
抄
と
し
て
は
、
資
料
Ｂ
─

38
の
第
１
標
出
漢
字
「

（

）」
項
目
に
お
け
る
注
記
と
し

て
は
、《
辶
》
で
は
な
く
、
や
は
り
、《
言
》
を
偏
と
す
る
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑

問
の
余
地
は
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
西
念
寺
本
の
「
谷

字
」
の
「

」
字
に
関
し
て
は
、
名
義
抄
の
項
目
と

し
て
は
、
西
念
寺
本
・
高
山
寺
本
で
は
佚
文
で
あ
る
が
、
図
書
寮
本
、
観
智
院
本
・
鎮
国
守
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国
神
社
本
に
お
い
て
記
載
が
見
え
る
の
で
、
資
料
Ｂ
─

40
、
41
に
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

　

資
料
Ｂ
─

40
に
示
し
た
よ
う
に
、
図
書
寮
本（

（（（
（

に
は
、「
問

」「

」「

」
の
三
つ
に
、

西
念
寺
本
の
「
谷

字
」
の
「

」
字
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
項
目
が
見
え
る
が
、
残
念

な
が
ら
、
そ
れ
ら
三
項
目
の
注
記
の
中
に
は
、
資
料
Ｂ
─

38
の
第
１
標
出
漢
字
で
あ
る
観
智

院
本
・
高
山
寺
本
の
「

」、も
し
く
は
西
念
寺
本
の
「

」
を
初
め
と
し
て
、そ
の
他
、《
辶
》

の
字
画
を
有
す
る
異
体
漢
字
と
の
関
係
を
示
す
記
述
は
見
え
な
い
。

　

ま
た
、
資
料
Ｂ
─

41
の
観
智
院
本
の
第
１
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
、
鎮
国
守
国
神
社
本

の
第
１
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
続
く
関
連
項
目
に
お
い
て
も
、「

」

「

」
な
ど
の
《
辶
》
の
字
画
を
有
す
る
異
体
漢
字
と
の
関
係
を
示
す
記
述
は
見
え
な
い（

（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
「
谷

字
」
の
「

」
字
は
、
旁
の
《

》
の

初
画
の
《

》
が
、《
十
》
を
包
み
込
む
よ
う
に
大
き
く
記
さ
れ
て
、《

》
の
終
筆
部
の
高

さ
が
、
偏
で
あ
る
《
言
》
の
《
口
》
の
３
画
目
《
一
》
の
高
さ
ま
で
降
り
て
き
て
い
る
の
に

対
し
て
、
資
料
Ｂ
─

40
の
図
書
寮
本
の
一
つ
目
の
「
問

」
と
三
つ
目
の
「

」
の
「

」

字
の
旁
に
お
い
て
は
、
初
画
の
《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》
の
終

筆
部
と
同
じ
高
さ
に
留
ま
っ
て
い
る
。
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
。
但
し
、
厳
密
に
は
、
一
つ
目
と
三
つ
目
の
「

」
字
で
は
、
そ
の
旁
の
初
画
が

《

》
で
あ
る
の
に
対
し
て
、二
つ
目
の
「

」
字
で
は
《

》
に
な
っ
て
、「
反
り
」
と
「
折

れ
」
の
相
違
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
特
に
、
旁
《

》
の
初
画
《

》
の
形
と
《
十
》
と
の
位
置
関
係
に
着
目
し
て
、

資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
「
谷

字
」
の
「

」
字
に
対
す
る
観
智
院
本
、
高
山
寺
の
様

子
を
見
る
と
、
観
智
院
本
の
《

》
字
は
、《

》
の
終
筆
部
が
《
十
》
の
横
画
《
一
》
よ

り
も
上
に
位
置
し
て
お
り
、
高
山
寺
本
の
《

》
字
は
、
そ
の
観
智
院
本
の
《

》
の
終
筆

部
を
撥
ね
な
い
《

》
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（（（
（

。

　

右
の
よ
う
な
、
旁
の
、
い
わ
ゆ
る
《

》
の
《

》
の
形
や
、
そ
れ
と
《
十
》
と
の
位
置

関
係
の
相
違
が
西
念
寺
本
に
お
け
る
異
本
に
お
い
て
も
存
在
し
、
異
本
対
照
者
が
そ
の
点
に

着
目
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
相
違
を
異
本
注
記
と
し
て
記
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
経
典
釈
文（

（（（
（

に
着
目
し
た
い
。
こ
こ
で
経
典
釈
文
に
触
れ
る
の
は
、
経
典
釈

文
が
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
第
２
標
出
漢
字
、い
わ
ゆ
る『
迅
』字
に
お
け
る
類
音
注
記「
亠

（
音
）
峻
」
の
出
典
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

表
Ｂ
─

38
─
ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
経
典
釈
文
の
標
出
項
目
に
は
、
い
わ
ゆ
る
『
迅
』
字
に

関
す
る
も
の
が
①
〜
⑨
の
９
例
あ
り
、
そ
の
中
の
①
を
除
い
た
②
か
ら
⑧
の
８
例
に
、『
迅
』

字
の
漢
字
音
を
「
峻
」
で
説
明
す
る
類
音
注
記
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
観
智
院
本
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
お
い
て
、
類
音
注
記
「
亠
峻
」
と
あ
る

こ
と
と
一
致
し
、「
亠
峻
」
の
出
典
が
表
Ｂ
─

38
─
ａ
の
②
か
ら
⑧
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る（

（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
名
義
抄
の
、
資
料
Ｂ
─

38
に
お
け
る
第
２
標
出
漢
字
、
い
わ
ゆ
る
『
迅
』

字
の
項
目
を
編
集
す
る
際
に
、
参
照
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
経
典
釈
文
の
表
Ｂ
─

38
─
ａ

資料B−40資料 B−41

標
出
項
目

注　

記

所　

在

索　

引

①

成

音
信
又
蘇
俊
反

巻
第
五
・
毛
詩
音
義
・

上
・
二
十
一
・
ウ

63-21b-6

②

疾

音
峻

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
二
十
・
ウ

80-20b-2

③

雷

音
峻
又
音
信

巻
第
十
二
・
礼
記
音
義
・

之
二
・
十
九
・
ウ

189-19b-8

④

風

音
信
又
音
峻
疾
也

巻
第
十
六
・
春
秋
左
氏

音
義
・
之
二
・
一
・
オ

234-1a-8

⑤

雷

音
信
又
音
峻

巻
第
二
十
四
・
論
語
音

義
・
十
二
・
オ

350-12a-9

⑥

信
峻
二
音

巻
第
二
十
九
・
爾
雅
音

義
・
上
中
・
四
・
ウ

408-4b-7

⑦

音
信
又
音
峻

巻
第
三
十
・
爾
雅
音
義
・

下
・
十
六
・
オ

431-16a-10

⑧

音
信
又
音
峻

巻
第
三
十
・
爾
雅
音
義
・

下
・
二
十
三
・
ウ

435-23b-5

⑨

奮

信
峻
二
音

巻
第
三
十
・
爾
雅
音
義
・

下
・
二
十
九
・
オ

438-29a-5

表
Ｂ
―

38
―
ａ　

経
典
釈
文
に
お
け
る
『
迅
』
字
に
関
す
る
項
目
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の
９
例
の
標
出
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
『
迅
』
字
自
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
《

》
に
相
当

す
る
箇
所
の
字
画
構
成
に
、
先
の
名
義
抄
の
写
本
間
で
存
し
た
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
表
Ｂ
─

38
─
ａ
に
お
け
る
標
出
項
目
の
、
い
わ
ゆ
る
『
迅
』
字
の
《

》
に
相
当

す
る
箇
所
の
字
画
構
成
の
相
違
点
を
整
理
す
る
た
め
に
、
表
Ｂ
─

38
─
ａ
か
ら
表
Ｂ
─

38
─

ｂ
を

作
成
し
た
。
そ
の
際
に
、
次
の
三
つ
の
基
準
に
し
た
が
っ
た（

（（（
（

。
な
お
、
表
中
の
「
番
号
」
①

〜
⑨
は
、
表
Ｂ
─

38
─
ａ
の
用
例
番
号
に
基
づ
い
て
い
る
。

〔
基
準
１
〕
い
わ
ゆ
る
《

》
の
《

》
の
「
反
り
」
の
部
分
の
長
さ
に
よ
り
、
Ａ
〜
Ｅ

の
５
段
階
に
分
け
た
。

Ａ
、《

》
に
相
当
す
る
字
画
が
、《
十
》
の
上
に
冠
の
よ
う
に
乗
っ
て
し
ま
う

も
の
。

Ｂ
、《

》
に
相
当
す
る
字
画
の
終
筆
部
の
位
置
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》
と

同
じ
高
さ
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

Ｃ
、《

》
に
相
当
す
る
字
画
の
終
筆
部
の
位
置
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》
よ

り
、
わ
ず
か
に
下
が
る
高
さ
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

Ｄ
、《

》
に
相
当
す
る
字
画
の
終
筆
部
の
位
置
が
、《
十
》
の
縦
画
《
丨
》
終

筆
部
の
高
さ
よ
り
も
わ
ず
か
に
高
い
位
置
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

Ｅ
、《

》
に
相
当
す
る
字
画
の
終
筆
部
の
位
置
が
、《
十
》
の
縦
画
《
丨
》
の

終
筆
部
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
（
下
ま
で
）
降
り
る
も
の
。

〔
基
準
２
〕
い
わ
ゆ
る
《

》
の
《

》
の
「
反
り
」
の
形
が
《

》「
折
れ
」（
折
）
か
、

《

》「
反
り
」（
反
）
か
の
二
つ
に
分
け
た（

（（（
（

。

〔
基
準
３
〕
い
わ
ゆ
る
《

》
の
《

》
の
終
筆
部
の
「
撥
ね
」
の
有
無
に
つ
い
て
、「
有

り
」（
○
）「
無
し
」（
×
）
の
二
つ
に
分
け
た
。

　

表
Ｂ
─

38
─

ｂ
に
示
し
た
よ
う
に
、経
典
釈
文
の
『
迅
』
字
を
分
類
し
た
と
こ
ろ
、〔
基
準
１
〕

に
お
い
て
は
、
Ａ
か
ら
Ｄ
の
タ
イ
プ
が
見
ら
れ
る
が
、
Ｅ
タ
イ
プ
の
用
例
は
見
ら
れ
な
か
っ

た（
（（（
（

。

　

な
お
、
こ
の
分
類
に
し
た
が
う
と
、
資
料
Ｂ
─

38
の
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
の
第
２
標
出

漢
字
「

」
字
は
、
①
⑤
⑦
の
Ｄ
の
「
反
」
で
「
撥
ね
」
あ
り
の
タ
イ
プ
に
相
当
し
、
高
山

寺
本
の
「

」
字
は
、
経
典
釈
文
と
は
「
反
り
」
の
形
が
や
や
異
な
る
が
、
③
の
Ｂ
・「
反
」

で
、
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
タ
イ
プ
に
相
当
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
義
抄
の
写
本
間
の
み
な
ら
ず
、
経
典
釈
文
と
い
う
一
資
料
の
中
に
お
い
て

も
、
こ
う
し
た
字
形
の
「
ゆ
れ
」
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
・
編
者
の
一
個
人
と
し

て
の
字
体
認
識
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
『
迅
』
字
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
18
種

の
資
料
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
添
付
画
像
か
ら
知
ら
れ
る
各
字
形
を
、
先
の
〔
基
準
１
〕
〜

〔
基
準
３
〕
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
た
も
の
を
表
Ｂ
─

38
─
ｃ
に
示
し
た（

（（（
（

。

　

表
Ｂ
─

38
─
ｃ
の
分
類
は
表
Ｂ
─

38
─

ｂ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
〔
基
準

１
〕
の
Ｅ
タ
イ
プ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

表
Ｂ
─

38
─
ｃ
で
も
、
い
わ
ゆ
る
『
迅
』
字
の
《

》
の
《

》
の
「
反
り
」
が
、
Ａ
か
ら

Ｄ
へ
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
終
筆
部
が
下
が
る
よ
う
に
配
列
し
て
い
る
が
、
各
資
料

の
成
立
年
代
に
お
い
て
も
、
最
初
に
、《

》
を
《
十
》
の
上
に
冠
す
る
Ａ
の
タ
イ
プ
が
成

立
し
、
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
《

》
の
終
筆
部
が
下
が
る
よ
う
に
な
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
資
料
Ｂ
─

38
の
名
義
抄
の
第
２
標
出
漢
字
に
お
い
て
、
高
山
寺
本
が
〔
基
準
１
〕

折
・
反

撥
ね

『
迅
』

特　

徴

番　

号

A

折

○

・《

》
が
、《
十
》
の
上
に
冠
の
よ
う
に
乗
っ
て
し
ま

う
も
の
。
ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

②

B

反

×

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》

と
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
に
ま
で
降
り
る
も
の
。
た
だ

し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

③

C

折

○

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》

よ
り
、
わ
ず
か
に
下
が
る
位
置
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

⑨

×

・
同
右
。
た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

⑥

反

×

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》

よ
り
、
わ
ず
か
に
下
が
る
位
置
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

⑧

D

反

○

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
縦
画
《
丨
》

終
筆
部
よ
り
も
わ
ず
か
に
高
い
位
置
に
ま
で
降
り
る

も
の
。
ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

①  

⑤  

⑦

×

・
同
右
。
た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

④

表
Ｂ
―

38
―

ｂ　

経
典
釈
文
の
標
出
項
目
に
お
け
る
『
迅
』
相
当
字
の
字
画
構
成



92（7）

西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏　─異本注記の有無について─（九）

折・反 撥ね 『迅』 中国（C） 朝鮮（K） 周辺地域（X） 日本（J）

A

折
×

● 5・P2160・M・敦煌南北朝・
至徳四年（586）【1】

● 64・五一續向・M・奈良五
月一日経・天平十一年（740）

【1】

○ ● 111・大和寧 6・M・大和寧（渤
海 ?）・9-10C（950）【1】

反
× ● 32・正毘 178・M・盛唐【1】 ● 115・契丹演義・P・契丹版【3】

○ ● 37・開成論語・P・開成石經・
開成二年（837）【1】

B
折

× ● 16・S84・M・初唐宮廷写経・
咸亨二年（671）【1】

● 67・ 景 雲 勝 軍・M・ 奈 良・
神護景雲二年（768）【2】

○ ● 86・鴨脚紀 2・M・日本書紀・
嘉禎二年（1236）【2】

反 ○ ● 110・再麗華 6・P・韓国資料・
13C（l300）【2】

C 折
×

● 68・ 景 雲 悲 芬・M・ 奈 良・
神護景雲二年（768）【1】

● 87・兼方紀 2・M・日本書紀・
弘安九年（1286）【2】

○ ● 93・勅版紀 2・P・日本書紀・
慶長四年（1599）【2】

D
折 ○

● 96・慶長紀 2・P・日本書紀・
慶長十五年（1610）【2】

● 102・寛九紀 2・P・日本書紀・
寛文九年（1669）【2】

反 ○ ● 44・ 宋 般 若 京・M・ 宋 写・
元祐五年（1090）【1】

他 − − ● 29・S2423・M・盛唐・太極
元年（712）【1】

表
Ｂ
―

38
―
ｃ　

漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
『
迅
』
字
の
字
体

標
出
項
目

注　

記

所　

在

索　

引

①

音
信

巻
第
四
・
尚
書
音
義
・

下
・
九
・
ウ

49-9b-9

②

奮

音
信
又
音
峻
字
又
作
迅
同

巻
第
五
・
毛
詩
音
義
・

上
・
十
一
・
ウ

58-11b-6

③

之

本
又
作
誶
音
信
徐
息
悴
反
告
也
韓
詩

諌
也

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
二
・
オ

71-2a-8

④

音
信
本
又
作

同

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
六
・
オ

73-6a-1

⑤

執

音
信
辭
也
言
也

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
十
二
・
オ

76-12a-5

⑥

執

音
信

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
十
五
・
オ

78-15a-8

⑦

之

本
又
作

音
信
問
也

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
二
十
・
オ

80-20a-8

⑧

用

音
信
徐
息
悴
反
告
也
又
音
碎

巻
第
六
・
毛
詩
音
義
・

中
・
二
十
二
・
オ

81-22a-2

⑨

執

音
信
言
也
字
又
作

又
作
誶
並
同

巻
第
七
・
毛
詩
音
義
・

下
・
六
・
オ

92-6a-6

⑩

三

音
信

巻
第
九
・
周
礼
音
義
・

下
・
十
一
・
オ

131-11a-8

⑪

之

音
信

巻
第
九
・
周
礼
音
義
・

下
・
十
二
・
ウ

131-12b-8

⑫

以

本
又
作
誶
音
信
注
同

巻
第
十
一
・
周
礼
音
義
・

之
一
・
二
十
四
・
オ

173-24a-11

⑬

其

字
又
作
誶
音
信
問
也

巻
第
十
三
・
礼
記
音
義
・

之
三
・
一
・
ウ

195-1b-10

⑭

奮

本
又
作
迅
音
信

巻
第
十
三
・
礼
記
音
義
・

之
三
・
四
・
オ

196-4a-5

⑮

疾

音
信

巻
第
十
三
・
礼
記
音
義
・

之
三
・
五
・
ウ

197-5b-4

⑯

執

音
信

巻
第
十
六
・
春
秋
左
氏

音
義
・
之
二・十
九
・
オ

243-19b-5

⑰

而

音
信
問
也

巻
第
十
九
・
春
秋
左
氏
音

義
・
之
五
・
二
十
四
・
オ

286-24a-11
⑱

音
信
又
音
峻
本
亦
作

巻
第
二
十
一
・
春
秋
公

羊
音
義
・
十
・
オ

310-10a-2
⑲

音
信
上
問
下
曰

巻
第
二
十
一
・
春
秋
公

羊
音
義
・
十
六
・
オ

313-16a-3

⑳

之

本
又
作

音
信
問
也

巻
第
二
十
八
・
荘
子
音

義
・
下
・
二
十
六
・
ウ

402-26b-2

㉑

也

音
信

巻
第
二
十
九
・
爾
雅
音

義
・
上
中
・
十
二
・
オ

412-12a-7

表
Ｂ
―

38
―

ｄ　

経
典
釈
文
に
お
け
る
『
訊
』
に
関
す
る
項
目
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の
Ｂ
に
相
当
し
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
が
Ｄ
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

　

右
の
『
迅
』
字
の
《

》
の
字
画
に
関
す
る
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
、
西
念
寺
本

の
「
谷

字
」
の
「

」
字
の
、
い
わ
ゆ
る
『
訊
』
字
に
つ
い
て
も
、
経
典
釈
文
の
様
子
を

確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

表
Ｂ
─

38
─

ｄ
に
示
し
た
よ
う
に
、
経
典
釈
文
の
標
出
項
目
に
は
、
い
わ
ゆ
る
『
訊
』
字
を

含
む
項
目
が
①
〜
㉑
の
21
例
見
え
る（

（（（
（

。

　

そ
し
て
、
表
Ｂ
─

38
─

ｄ
の
標
出
項
目
に
見
え
る
21
例
の
『
訊
』
字
に
相
当
す
る
漢
字
に
お

い
て
も
、
旁
の
字
画
に
「
ゆ
れ
」
が
見
ら
れ
る
の
で
、
先
の
『
迅
』
字
の
表
Ｂ
─

38
─

ｂ
の
基

準
に
し
た
が
っ
て
、
分
類
し
た
も
の
を
表
Ｂ
─

38
─
ｅ
に
ま
と
め
た
。

　

表
Ｂ
─

38
─

ｂ
の
『
迅
』
字
の
場
合
と
同
様
に
、
表
Ｂ
─

38
─
ｅ
の
『
訊
』
字
に
も
《

》
と

《
十
》
と
の
位
置
関
係
に
「
ゆ
れ
」
が
存
在
す
る
。
Ｅ
タ
イ
プ
が
出
現
す
る
の
は
、『
訊
』
字

が
《
辶
》
で
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

表
Ｂ
─

38
─
ｅ
で
は
Ａ
タ
イ
プ
が
９
例
見
え
、
旁
の
《

》《

》《

》
が
、《
十
》
の
上

に
冠
の
よ
う
に
位
置
す
る
タ
イ
プ
の
存
在
が
確
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、資
料
Ｂ
─

38
の
観
智
院
本
の
「

」
字
は
、Ａ
の
「
反
」
で
「
撥
ね
」
あ
り
の
も
の
、

高
山
寺
本
は
、
そ
の
「
撥
ね
」
の
な
い
も
の
に
相
当
し
、
西
念
寺
本
の
「

」
字
は
、
Ｅ
に

相
当
す
る
。

　

因
に
、『
訊
』
字
に
つ
い
て
も
、「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

９
例
の
資
料
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
添
付
画
像
か
ら
知
ら
れ
る
各
字
形
を
、先
の
〔
基
準
１
〕

〜
〔
基
準
３
〕
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
た
も
の
を
表
Ｂ
─

38
─

ｆ
に
示
し
た（

（（（
（

。

折
・
反

撥
ね

『
訊
』

特　

徴

番　

号

A

折

○

・《

》
が
、《
十
》
の
上
に
冠
の
よ
う
に
乗
っ
て
し
ま

う
も
の
。
ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

⑥  

⑧  

⑮

×

・
同
右
。
た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

③  

④  

⑤  

⑨

反

○

・《

》
が
、《
十
》
の
上
に
冠
の
よ
う
に
乗
っ
て
し
ま

う
も
の
。
ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

①  

㉑

C

反

○

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》

よ
り
、
わ
ず
か
に
下
が
る
位
置
に
ま
で
降
り
る
も
の
。

ま
た
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

⑫  

⑱

×

・
同
右
。
た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

⑩  
⑯  

⑲

D

反

×

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
横
画
《
一
》

よ
り
下
が
る
が
、
縦
画
《
丨
》
の
終
筆
部
よ
り
高
い

位
置
に
ま
で
降
り
る
も
の
。
た
だ
し
、
そ
の
終
筆
部

を
撥
ね
な
い
。

⑪

E

反

○

・《

》
の
終
筆
部
の
高
さ
が
、《
十
》
の
縦
画
《
丨
》

の
終
筆
部
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
降
り
る
も
の
。
ま
た
、

そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

②  

⑬  

⑭  

⑰

他

−

−

・
旁
を
《

》
と
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
る
。

⑳

−

−

・
旁
を
《

》
と
し
、
そ
の
終
筆
部
を
撥
ね
な
い
。

⑦

表
Ｂ
―

38
―
ｅ　

経
典
釈
文
の
標
出
項
目
に
お
け
る
『
訊
』
相
当
字
の
字
画
構
成

折・反 撥ね 『訊』 中国（C） 字書（Z）

A 折 × ● 16・S84・M・初唐宮廷写経・
咸亨二年（671）【2】

C 反
× ● 27・漢書楊雄・M・初唐【1】

○ ● 51・法藏和尚・P・南宋版・
紹興十九年（1149）【1】

● 119・干祿文化・P・江戸後・
文化十四（1817）【正】

他 − −

● 44・ 宋 般 若 京・M・ 宋 写・
元祐五年（1090）【1】

● 17・宮廷今西・M・初唐宮
廷写経・咸亨二年（671）【2】

● 119・干祿文化・P・江戸後・
文化十四（1817）【俗】

表
Ｂ
―

38
―

ｆ　

漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
『
訊
』
字
の
字
体
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表
Ｂ
─

38
─

ｆ
は
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
表
Ｂ
─

38
─
ｃ
の
『
迅
』
字
の
場
合
と
異
な
り
、

傾
向
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、《

》
の
字
画
構
成
に
お
い
て
、
や
は
り
Ａ

タ
イ
プ
が
古
く
か
ら
存
し
て
い
た
こ
と
は
、『
迅
』
字
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、『
訊
』
字
に
お
い
て
は
、《
十
》
の
上
の
字
画
を
《
九
》
と
す

る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

さ
て
、
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
《

》
と
い
う
字
画
は
、《
辶
》
に
お
い

て
も
《
言
》
に
お
い
て
も
《
十
》
の
上
に《

》に
相
当
す
る
字
画
を
冠
す
る
形
が
古
く
か

ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
す
れ
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
「
谷

字
」
の
「

」
字
が
、
そ
の
旁
で
あ
る

《

》
の
初
画
を
《

》
と
し
、《
十
》
を
覆
う
よ
う
に
、
そ
の
終
筆
部
の
位
置
を
下
に
降
ろ

し
た
、
比
較
的
新
し
い
字
体
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
、
そ
の
初
画

を
《

》
と
し
、《
十
》
に
上
に
冠
の
よ
う
に
乗
せ
て
い
る
字
画
構
成
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
比
較
的
、
古
い
字
体
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
異
本
で
は
、
そ
の
古
い
字
体
の

『

』
字
が
記
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
西
念
寺
本
の
異

本
注
記
「

イ
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

　
〈
推
測
２
〉
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
、「

」
字
を
『

』
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
案
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
の
「

」
字
の
旁
は
《

》
で

あ
り
、《
十
》
の
上
の
字
画
が
《

》
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、〈
推
測
２
〉
の
『

』
字
で

は
《

》
と
な
る
こ
と
に
な
り
、《
丿
》
の
字
画
が
な
い
こ
と
で
、
画
数
が
合
わ
な
く
な
る
。

　

西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
が
対
象
と
す
る
「
谷

字
」
の
「

」
字
が
、
観
智
院

本
で
《

》、高
山
寺
本
で
《

》
字
と
あ
っ
て
、終
筆
部
の
「
撥
ね
」
の
有
無
は
別
と
し
て
、

旁
の
初
画
《

》《

》
が
《
十
》
の
横
画
《
一
》
よ
り
も
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
や
は
り
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
に
は
、
そ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、《

》
と
《

》
の
差
異
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
経
典
釈
文
の
『
訊
』
字
に
つ
い
て
、
先
に
表
Ｂ
─

38
─

ｄ
を
示
し
た
が
、
そ
の

標
出
項
目
に
対
す
る
注
記
の
欄
を
見
る
と
、
③
・
⑨
・
⑫
・
⑬
に
お
い
て
「
又
作
誶
」
の
記

述
が
共
通
し
て
見
え
る
。
こ
の
「
誶
」（

（（（
（

字
の
旁
が
《
卒
》
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
誶
」

字
の
旁
を
《
卆
》
と
す
る
異
体
字
が
存
在
し
、
西
念
寺
本
の
異
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
『

』

字
が
記
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

　
〈
推
測
３
〉
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
、「

」
字
を
『

』
字
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
案
が
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、「
訊
」
＝
「
誶
」
＝
「

」
と
い
う
関
係
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
偏
を
《
言
》、
旁
を
《
卆
》
と
す
る
「

」

が
実
在
し
、「
誶
」
字
と
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
名
義
抄
と
し
て
は
、
観
智
院
本
・

鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
資
料
Ｂ
─

42
に
示
す
。
ま
た
、
同
様

の
例
が
龍
龕
手
鑑
に
も
見
え
る
こ
と
を
資
料
Ｂ
─

43
に
示
す（

（（（
（

。

資料B−42資料 B−43
　

資
料
Ｂ
─

42
の
、
例
え
ば
、
観
智
院
本
で
は
、
一
つ
目
の
標
出
漢
字
「
誶
」
の
項
目
の
次

に
異
体
漢
字
が
列
記
さ
れ
、四
つ
目
の
標
出
漢
字
に
旁
を
《
卆
》
と
す
る
「

」
字
が
見
え
、

「
谷
」
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
鎮
国
守
国
神
社
本
で
も
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
資
料
Ｂ
─

43
の
龍
龕
手
鑑
の
高
麗
版
で
は
、
一
つ
目
の
標
出
漢
字
に
「

」
字
、

三
つ
目
に
「
誶
」
字
が
あ
り
、
高
麗
版
と
宋
版
で
は
「

」
字
を
「
通
」
字
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
朝
鮮
版
で
は
「
俗
」
字
と
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
両
者
を
異
体
字
の
関
係

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、「
訊
」
＝
「
誶
」
＝
「

」
の
関
係
が
成
立
す
る
。

　

と
す
れ
ば
、
資
料
Ｂ
─

38
の
西
念
寺
本
の
「

」
の
項
目
の
「
谷

字
」
に
対
し
て
付
さ

れ
た
異
本
注
記
「

イ
」
は
、
異
本
対
照
に
利
用
し
た
写
本
で
は
「
誶
」
字
の
異
体
字
で
あ

る
「

」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
〈
推
測
３
〉
が
成
立
す
る
こ
と
に
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な
り
そ
う
で
は
あ
る
が
、「

イ
」
の
「

」
字
が
書
き
崩
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

異
本
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
「

」
字
で
は
な
く
、字
画
を
省
略
し
な
い
「
誶
」
字
の
方
だ
っ

た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
「

イ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
来
、

　
〈
推
測
４
〉
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
、「

」
字
を
『
誶
』
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
案
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
、
後
の
転
写
作
業
に
よ
り
書

き
崩
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
誶
』
字
が
『

』
に
変
形
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

但
し
、〈
推
測
３
〉
の
場
合
も
、〈
推
測
４
〉
の
場
合
も
、
偏
の
《
言
》
を
《

》
も
し
く

は
《

》
の
よ
う
に
書
き
崩
す
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

　

著
し
く
書
き
崩
せ
ば
《
言
》
の
字
画
を
《

》
や
《

》
の
よ
う
に
一
筆
で
記
す
る
ま
で

に
省
略
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、《

》
の
終
筆
部
の
「
撥
ね
」

の
書
き
よ
う
で
、《

》
も
し
く
は
《

》
に
変
形
す
る
と
い
う
の
は
、
運
筆
上
、《
丨
》
の

左
の
《

》
を
書
く
と
い
う
行
為
が
不
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、《
言
》
の
字
画
を
《

》
や
《

》
の
よ
う
に
二
筆
で
記
す
る
場
合
に
、例
え
ば
、

《

》
の
初
画
の
《
丶
》
と
二
画
目
の
《

》
が
接
触
し
て
《

》
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
場

合
に
は
、《

》
か
ら
《

》
へ
の
変
化
は
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
「

」
字
が
ど
う
い
う
漢
字
を
書
き
崩
し
た
も
の
か
に

つ
い
て
、
推
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
〈
推
測
１
〉
は
、「

」
字
を
『

』、
も
し
く
は
『

』、『

』
と
推
測
し
、「

」
字
の

《

》
は
、《
卒
》
で
は
な
く
、《

》
と
関
係
す
る
《
卆
》
と
考
え
た
が
、《

》
も
し
く
は

《

》
の
部
分
を
《
辶
》
の
書
き
崩
し
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
〈
推
測
２
〉
は
、「

」
字
の
《

》
は
、《

》
の
初
画
《

》
が
小
さ
く
な
っ
た
も
の

と
考
え
た
が
、《

》
の
《

》
と
、《

》
の
《

》
と
で
は
、《
十
》
の
上
に
位
置
す
る

字
画
が
、
二
画
と
一
画
と
に
な
る
点
に
問
題
が
あ
っ
た
。

　
〈
推
測
３
〉〈
推
測
４
〉
は
、「
訊
」
＝
「
誶
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
誶
」
の
異
体
字
に

「

」
字
が
実
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
問
題
は
、「

」
字
の
《

》
も
し
く
は
《

》

の
部
分
を
《
言
》
と
書
き
崩
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

た
。

　

ま
た
、〈
推
測
４
〉
に
つ
い
て
は
、『
誶
』
か
ら
『

』
へ
の
変
化
は
容
易
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
先
に
『
訊
』
か
ら
『
誶
』
へ
書
き
換
え
ら
れ
た
写
本
が

成
立
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
一
見
、
最
も
可
能
性
が
高
そ
う
に
見
え
る
〈
推
測
３
〉〈
推

測
４
〉
で
あ
る
が
、「
訊
」
字
と
「
誶
」
字
と
の
関
係
を
認
識
し
て
い
な
い
と
、
こ
の
書
き

換
え
自
体
が
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、「

」
字
の
《

》
も
し
く
は
《

》
の
部
分
が
《
言
》
を
書
き
崩
し
た
も
の

と
言
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
存
す
る
点
は
、〈
推
測
２
〉
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
が
右
の
よ
う
に
解
決
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、〈
推
測
２
〉
の
段
階
で
、《

》
を

《

》
の
よ
う
に
す
る
『
迅
』
の
例
が
知
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、『
訊
』
字
の
《

》
に
お
い

て
も
《
卆
》
と
す
る
も
の
を
類
推
す
る
こ
と
で
実
現
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

表
Ｂ
─

38
─

ｄ
の
経
典
釈
文
の
②
・
④
・
⑭
・
⑱
の
注
記
に
「
又
（
亦
）
作
迅
（

・

）」

な
ど
の
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
訊
』
字
と
『
迅
』
字
と
の
関
係
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
、『
迅
』
字
に
お
い
て
『

』
が
あ
る
な
ら
ば
、『
訊
』
字
に
お
い
て
も
『

』
字
が
類

推
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
本
来
、『
訊
』
字
と
『
誶
』
字
は
別
字
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
『
訊
』
字
か
ら

『

』
字
が
成
立
し
て
し
ま
う
と
、『
誶
』
字
の
異
体
字
で
あ
る
『

』
と
字
体
が
衝
突
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。『
訊
』
と
『
誶
』
の
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

は
問
題
で
は
な
い
と
も
言
え
る
が
、
字
音
・
字
義
の
点
で
、
重
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
の
使
い
分
け
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、『
訊
』
字

と
『
誶
』
字
の
使
用
の
歴
史
と
異
体
字
関
係
と
す
る
認
識
の
経
緯
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。

注
　
記

（
139
）「

」
字
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
の35224

番
「

」
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
140
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に
お
い
て
、
旁
の
字
画
を
《
卆
》
も
し
く
は
《
卒
》
と
す
る
漢
字
を

探
し
て
み
る
と
、《
巾
》
部
に8937

番
『

』、《
扌
》
部
に12225

番
『

』、《
礻
・
示
》
部
に

24739

番
『

』、《
禾
》
部
に25131

番
『

』
が
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
音
・
義
の
点
で
「
亠
信
」

や
「
ト
フ
」
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、《
丬
・
爿
》
部
と
《
車
》
部
に
は
、
旁
を
《
卆
》

も
し
く
は
《
卒
》
と
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
本
来
別
字
で
あ
る
「
卒
」
字
と
「
卆
」
字
が
異

体
字
の
関
係
で
あ
る
よ
う
に
扱
わ
れ
始
め
る
の
は
、
い
つ
の
こ
と
か
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

が
、
参
考
ま
で
に
、
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
の
（
138
）
の
「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
Ｈ

Ｎ
Ｇ
）
で
は
、P2179

「
誠
實
論
卷
八
」（
敦
煌
南
北
朝
・
延
昌
三
年
〈
514
〉）
に
漢
字
「
卒
」
を
「
卆
」

と
す
る
用
例
が
見
え
る
。
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（
141
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に10726

番
「
悴
」
が
あ
り
、
そ
の
俗
字
と
し
て10381

番
「
忰
」

が
あ
る
。
音
は
「
ス
ヰ
・
ズ
ヰ
」「
シ
ュ
ツ
・
ジ
ュ
チ
」、
訓
は
「
う
れ
へ
る
・
い
た
む
・
な
や
む
・

く
る
し
む
・
や
つ
れ
る
・
か
じ
け
る
・
し
ぼ
む
」「
う
れ
へ
る
・
せ
が
れ
」
と
す
る
。

（
142
）
龍
龕
手
鑑
の
「
入
聲
巻
第
四
・
辵
部
第
十
六
」
に
よ
る
。
な
お
、高
麗
版
は
（
97
）、宋
版
は
（
11
）（
96
）、

朝
鮮
版
は
（
98
）
を
参
照
。
因
に
、
朝
鮮
版
に
お
い
て
は
、
他
の
二
本
と
項
目
の
配
列
順
が
異
な
る

ほ
か
、
第
３
標
出
漢
字
「

」
の
注
記
が
「
二
俗
」
と
あ
っ
て
、
三
つ
の
標
出
漢
字
の
正
俗
の
関
係

が
異
な
る
な
ど
の
相
違
点
が
見
え
る
。

（
143
）
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
《

》
と
す
る
「

」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に

は
記
載
が
な
い
。
字
体
が
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
大
漢
和
辞
典
に
、《
辶
》
と
《
九
》
か
ら
な
る

38704

番
「

」
字
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は38176

番
「
軌
」
の
古
字
と
さ
れ
、
別
字
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
西
念
寺
本
の
方
を
「
変
形
」
と
し
て
「
誤
り
」
と
し
な
い
の
は
、
こ
こ
で
の
《
凡
》

と
《

》
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
名
義
抄
以
外
の
典
籍
に
お
け
る
転
写
の
際
に
も
発
生
す
る
よ
う
で
、

「

」
字
が
西
念
寺
本
独
自
の
特
殊
な
字
形
と
も
言
い
切
れ
ず
、《
凡
》
と
《

》
の
間
で
ゆ
れ
る
ケ
ー

ス
が
、
名
義
抄
以
外
で
も
多
く
見
ら
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
変
形
後
の
字
形
が
異
体
字
と
し
て

社
会
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
こ
と
も
な
い
と
い
う
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、（
89
）
の
白
河
本
字
鏡
集
（
957
頁
）
で
は
西
念
寺
本
と
同
様

の
《
凡
》
と
す
る
「

」
字
の
例
が
見
え
る
が
、
そ
の
例
を
寛
元
本
字
鏡
集
（
899
頁
）、
天
文
本
字
鏡

鈔
（1160

頁
）
で
は
《

》
の
「

」
字
と
し
て
、「
ゆ
れ
」
が
あ
る
。
こ
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
144
）
こ
こ
の
西
念
寺
本
の
「
亠
峻
」
の
記
載
状
況
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、（
２
）
の
ｅ
２
「
西
念
寺
本
類
聚

名
義
抄
の
増
補
と
脱
漏　

─
観
智
院
本
に
な
い
漢
字
注
記
に
つ
い
て
─　
（
二
）」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』

第
40
号　

第
一
部　

国
語
・
国
文
学
編　

平
成
15
年
３
月
）
の
第
20
項
・
資
料
16
に
お
い
て
触
れ
た
。

（
145
）
こ
の
観
智
院
本
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
と
高
麗
版
の
第
３
標
出
漢
字
「

」
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏

の
大
漢
和
辞
典
の38727

番
「

」
と38727'

番
「
迅
」
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
者
は

二
つ
点
の
《
辶
》、
後
者
は
一
つ
点
の
《
辶
》
で
あ
る
。
そ
の
《

》
の
字
形
に
お
い
て
、
観
智
院
本

と
高
麗
版
で
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、後
に
触
れ
る
こ
と
と
し
、こ
こ
で
は
同
字
と
し
た
。

ま
た
、
参
考
ま
で
に
、（
５
）
の
大
漢
和
辞
典
の
凡
例
に
お
い
て
「
字
形
は
主
と
し
て
殿
本
康
煕
字
典

に
準
拠
し
」
て
い
る
と
す
る
が
、大
漢
和
辞
典
の38727

番
「

」
お
け
る
《

》
の
《
十
》
の
は
、《
一
》

と
《
丨
》
か
ら
な
る
が
、（
138
）
の
康
煕
字
典
（
酉
集
下
・
辵
部
・
三
画
）
の
「

」
字
の
場
合
は
、

縦
画
を
、
や
や
左
下
に
払
っ
て
《
丿
》
と
し
て
い
る
。

（
146
）
龍
龕
手
鑑
に
お
い
て
、高
麗
版
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
の
右
上
の
字
画
を
《
几
》
と
し
て
い
る
点
は
、

朝
鮮
版
で
も
同
様
だ
が
、
宋
版
の
第
２
標
出
漢
字
「

」
で
は
《

》
と
し
て
、《

》
の
始
筆
部
が

左
に
突
出
し
て
お
り
、
微
妙
な
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
字
画
を
書
く
際
の
書
き
順
の
違
い
が
版

に
影
響
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
《
几
》
と
《

》
の
相
違
を
問
題
と
し
な
い
こ
と

と
す
る
。
な
お
、《
几
》
と
《

》
の
相
違
は
、
資
料
Ｂ
─

38
の
第
１
標
出
漢
字
に
お
い
て
、
西
念
寺

本
の
「

」
と
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
「

」
が
相
違
す
る
ケ
ー
ス
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（
147
）（
122
）
の
酒
井
憲
二
氏
の
論
考
参
照
。

（
148
）
実
際
に
は
、
例
え
ば
、
㉑
「

」、
㉒
「

」、
㉓
「

」、
㉔
「

」、
㉕
「

」
は
異
体
字
と
し
て
、

項
目
と
し
て
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
字
画
の
類
似
性
と
い
う
視
点
の
み
で

配
列
す
る
こ
と
で
、
ｊ
群
と
ｋ
群
に
分
け
た
。

（
149
）
西
念
寺
本
の
「
上
同
」
に
つ
い
て
は
、（
144
）
の
拙
論
で
触
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕

手
鑑
や
、
こ
の
後
に
紹
介
す
る
三
つ
の
標
出
漢
字
が
異
体
字
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
管
見
に
入
ら
な

か
っ
た
た
め
、
三
者
が
異
体
字
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
記
述
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
誤
認
を

訂
正
す
る
。（
144
）
の
論
の
訂
正
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（
150
）
そ
こ
で
、（
140
）
と
同
様
に
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
に
お
い
て
、「

イ
」
の
「

」
の
旁

の
字
画
を
《

》
と
し
た
場
合
の
も
の
を
探
し
た
が
、《
巾
》
部
、《
丬
・
爿
》
部
、《
礻
・
示
》
部
、《
禾
》

部
、《
車
》
部
に
は
対
応
し
そ
う
な
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、《
扌
》
部
に
お
い
て
は
、

11803

番
「

」
が
あ
り
、
そ
の
字
音
を
「
シ
ン
」
と
す
る
が
、
こ
れ
も
声
調
と
字
義
が
合
わ
な
い
。

（
151
）
資
料
Ｂ
─

40
は
図
書
寮
本
の
89
頁
４
〜
５
行
目
の
関
係
箇
所
を
示
し
た
も
の
で
、
図
書
寮
本
の
頁
数
は

（
15
）
の
複
製
本
に
よ
る
。
因
に
「
問

」
の
注
記
は
「
茲
云
息
晋
乂　

問
丶　

辞
丶　

／　

言
丶

執
問
通
問
曰
─
丶
」。「

」
の
注
記
は
「
中
云
又
作
　

真
云
審
向
丶　

／　

然
云
廣
辞
丶
廣
以
已

事
宣　

／　

其
問
辞
如
法
花　

／　

中
云
丶　

真
云
信
亠
」。「

」
の
注
記
は
「
干
云
上
谷　

／

　

類
云
信
亠　

ト
フ
」
と
解
し
た
。

（
152
）
因
に
、
資
料
Ｂ
─

41
の
観
智
院
本
の
「

」
の
項
目
は
、
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
佚
文
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
項
目
は
鎮
国
守
国
神
社
本
の
成
立
後
に
、
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
153
）
本
稿
に
お
け
る
写
本
な
ど
の
状
況
を
紹
介
す
る
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
複
製
本
か
ら
臨
写

し
て
い
る
。
状
況
を
再
現
す
る
こ
と
に
努
め
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
特
に
留
意
し
て

い
る
が
、
敷
写
し
で
は
な
い
の
で
、
現
状
に
つ
い
て
は
各
種
複
製
本
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
154
）
経
典
釈
文
の
本
文
は
通
志
堂
本
を
底
本
と
し
た
黄
坤
尭
・
鄧
仕
樑
『
新
校
索
引
経
典
釈
文
』（
學
海
出

版
社　

中
華
民
国
77
年
６
月
）
に
よ
り
、
表
Ｂ
─

38
─
ａ
の
「
索
引
」
は
、
そ
れ
に
よ
る
。

（
155
）
ま
た
、
資
料
Ｂ
─

38
の
高
山
寺
本
に
「
又
亠
信
」
の
記
述
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
表
Ｂ
─

38
─

ａ
の
②
の
「

疾
」
項
目
が
「
音
峻
」
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
②
を
出
典
と
し
た
可
能
性
が
高

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
に
見
え
る
「
又
亠
信
」
に
つ
い
て
は
、
③

の
「

雷
」
の
「
音
峻
又
音
信
」
か
ら
採
取
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
料
Ｂ
─

39
の
龍
龕
手
鑑
に

も
「
又
音
信
」
の
記
載
が
見
え
る
の
で
、
典
拠
を
断
定
で
き
な
い
。
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（
156
）
但
し
、〔
基
準
１
〕
か
ら
〔
基
準
３
〕
の
順
列
と
し
て
は
、
５
×
２
×
２
＝
20
通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
用
例
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
中
に
提
示
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
。

こ
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
表
Ｂ
─

38
─
ｃ
、
同
ｅ
、
同
ｆ
の
場
合
も
同
様
と
す
る
。

（
157
）「
反
り
」
か
「
折
れ
」
か
の
判
別
に
つ
い
て
は
、
反
り
方
が
滑
ら
か
で
、
角
度
的
に
は
鈍
角
に
見
え
る

場
合
を
「
反
り
」
と
し
、
そ
の
他
を
「
折
れ
」
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
経
典
釈
文
の
中
で
、
こ
の
区

別
が
意
識
さ
れ
た
か
は
不
明
。
ま
た
、「
撥
ね
」
の
有
無
に
よ
る
弁
別
意
識
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
は

字
体
を
区
別
す
る
条
件
と
し
て
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

経
典
釈
文
の
状
況
を
尊
重
し
た
。

（
158
）
い
わ
ゆ
る
「
迅
」
字
に
Ｅ
タ
イ
プ
が
出
現
し
な
い
理
由
と
し
て
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ

は
、《

》
と
《
十
》
と
《
辶
》
の
字
画
構
成
上
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
調
整
の
た
め
で
、《
十
》
の
《
丨
》

は
《
辶
》
の
払
い
部
分
と
接
触
し
て
も
形
に
な
る
が
、《

》
が
《
辶
》
の
払
い
部
分
と
接
触
す
る
の

は
、
字
形
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
と
し
て
、《

》
の
終
筆
部
を
《
十
》
の
《
丨
》
の
終
筆
部
よ
り

も
上
に
す
る
た
め
と
い
う
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
、《
辶
》
の
末
尾
の
「
払
い
」
の
箇
所
が
終
筆
の
手

前
で
一
旦
沈
み
、
終
筆
部
で
や
や
上
方
に
筆
が
向
か
う
の
が
一
般
的
な
《
辶
》
の
運
筆
で
あ
る
た
め
、

《

》
の
終
筆
部
が
、《
辶
》
の
終
筆
部
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
、
や
や
上
方
で
留
め
る
た
め
と
い
う
考

え
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
字
画
構
成
を
調
え
る
た
め
と

思
わ
れ
る
。

（
159
）（
138
）
の
「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
Ｈ
Ｎ
Ｇ
）
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
に
よ
る
。
資
料
に

関
す
る
名
称
・
成
立
年
次
の
提
示
方
法
は
（
138
）
に
し
た
が
っ
た
。
な
お
、『
迅
』
字
18
例
の
中
の
一

つ
は
118
番
の
『
宋
本
玉
篇
』
で
あ
る
が
、
字
形
を
示
す
画
像
が
提
示
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省

略
し
、
他
の
17
資
料
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。

（
160
）
③
と
⑧
に
「
徐
息
悴
反
」
の
記
述
が
あ
り
、そ
の
中
に
（
141
）
で
触
れ
た
「
悴
」
字
が
見
え
、《
忄
》
と

《
卒
》
と
で
構
成
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る
こ
と
が
「

イ
」
の
「

」
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
字
体
注
記
で
は
な
い
の
で
無
関
係
と
考
え
る
。
ま
た
、（
5
）
の
大
漢
和
辞
典
の35224
番
『

』

項
目
で
は
、
経
典
釈
文
の
④
の
注
記
「
本
又
作

」
を
引
い
て
『

』
字
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、（
154
）
の
経
典
釈
文
の
⑦
「

之
」
の
「

」
字
と
、
⑳
「

之
」
の
「

」
字
に
は
、
校
訂

者
に
よ
る
校
合
が
あ
り
、
両
者
と
も
に
旁
を
《

》
と
す
る
「

」
字
が
注
さ
れ
て
い
る
。

（
161
）
但
し
、
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
、『
訊
』
字
の
９
例
の
中
の
６
番
の
『
駿
河
群
書
』
と
118
番
の
『
宋

本
玉
篇
』
に
は
字
形
を
示
す
画
像
が
提
示
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
２
例
省
略
し
、
他
の

７
資
料
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。

（
162
）
因
に
、
表
Ｂ
─

38
─

ｆ
の
「
他
」
の
タ
イ
プ
の
『

』『

』
の
よ
う
な
字
形
は
、
Ａ
タ
イ
プ
か
ら
の
直

接
的
に
変
化
し
た
と
考
え
る
と
、
全
く
の
別
字
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
間
に
Ｂ
〜
Ｄ
の

形
を
経
由
し
た
と
想
像
す
れ
ば
、「
他
」
の
タ
イ
プ
の
成
立
も
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

（
163
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
大
漢
和
辞
典
の35596

番
に
「
誶
」
字
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
旁
を
《
卆
》
と

す
る
異
体
字
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
な
お
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
、「
誶
」
字
は

検
索
に
か
か
ら
な
い
。
ま
た
、（
5
）
の
大
漢
和
辞
典
の35224

番
「

」
項
目
で
は
、
経
典
釈
文
の

③
の
注
記
「
本
又
作
誶
」
を
引
い
て
、『
誶
』
字
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

（
164
）
そ
の
他
、（
101
）
の
天
治
本
新
撰
字
鏡
（
巻
３
・
８
ウ
）
に
も
類
似
の
記
述
が
見
え
る
。

　
　
　

ま
た
、（
33
）
の
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
（
上
７
オ
）
に
は
、「
諌
」
字
を
筆
頭
と
す
る
11
種
の
漢
字
が

あ
り
、
そ
の
６
番
目
に
「

」
字
が
見
え
、「
諌
」
字
の
直
後
に
「
イ
サ
ム
」「
又
イ

シ
ム
」、
11
番

目
の
「
叱
」
字
の
後
に
「
已
上
同
」「
又
勇
也
」
の
注
記
が
存
す
る
。


